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             第后近接距離の点配置解析への応用












     内に存在する｝
    ＝Pr｛各個体を中心とし，半径が玄の円で冶重に覆われる部分にランダム点が含まれる｝
    ＝1γ1■1（半径が玄で各個体を中心とする円板系による々重被覆領域の面積）
そして，ム（広）は次のように表せる：
    ∫島（オ）＝励尾（c）／励






                 連結ベクトルの分布






















   る．
 （2）合成ベクトルの終点の座標を（o，∫）とすると（o，∫）の分布を求めることにより，合成ベクトルを
   用いた各種推測が可能になる．
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